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はじめに

　Cα，πpy励ααεr属は現在，約20種より構成されε一

Pro’ωわαα爾αに属しており，その中には食中毒を引

き起こす。．初厩，Cco1’，（二1αr汲び。叩3α鹿η3’5

等が含まれる。Pro∫θ0わαC∫εr’0に分類される数十種の

細菌の23S　rRNA遺伝子内には介在配列である

intervening　sequence（IVS）が散発的に存在している

ことが知られており，既にCJφ‘厩及びC．　co〃におい

ても，IVSの存在が報告されている。更に，同一の

合P溜6のα磁廟である旋漉訪06卿属のいくつかの種

においてもIVSの存在は報告されている。23S　rRNA

遺伝子内に存在するIVSは，　rRNAと同一の1次転写

産物としてRNAに転写され，その後，複数のRNase

の修飾を受ける。その結果，23S　rRNAの断片化が生

じると考えられている。IVSの存在意義やその機能

は未だ不明である。

　そこで本研究においては，Cα1πρy励αα8r属9種目

対象に23S　rRNA遺伝子内のIVSの有無の確認を行

い，それらの構造の比較解析を行った。

材料及び方法

　Cノ三厩（56株），Cco’Z（ll株），　C　1αr’［urease－

negative（UN）（二♂副，27株；urease－positive　the㎜ophilic

Cα1ηpy励αo∫6r（uprc），38株］，　Cμp5α1’εη∫1∫（43株），

C．声砺5　（33添朱），Chyo〃π65∫’ηα1ゴ5　（30才朱），　C∫Z，‘‘∫oπ〃12

biovar（∬｛ρ躍or‘〃π，5株；プ診。α1’∫，4株；ραrαL｛r801y∫’α‘∫，

5株），Co〃ryμ5（10株）及びCco1π’∫ε‘∫（10株）の

合計272株を用いた。23S　rRNA遺伝子内のhelix　25

及び45領域をそれぞれ増幅するための2組のプライ

マーを加5’〃coに構築し，　PCRを行いIVSの存在の

有無の確認を行った。その後，全てのIVSの塩基配

列を決定し比較解析を行った。更に，RNAを抽出し

アガロースゲル電気泳動により，23S　rRNAの性状を

確認した。

結果及び考祭

　PCR及びシークエンシングの結果，　C．ノ8ゾ〃加，

Coo1’，　C‘｛ρ∫α1’α∬’3，　C声∫麗及びCα‘rw’∫のhelix

45内にIVSの存在が明らかとなり，それらの存在率

はそれぞれ，53．6，45．5，70．0，75．8及び90．0％であ

った。helix　25内のIVSはC。∫ρ‘‘∫or乙〃ηbiovar

∫μ卿or‘槻及び尭。α1’∫のそれぞれ1株ずつにのみ存在

した。C1副，　C妙。磁8∫伽訪5及びCCO12C’3‘‘∫の全

ての株においてhelix　25と45内にはIVSが存在して

いないことが明らかとなった。決定したIVSの塩基

配列を解析した結果，Cノ帥厩及びCμρ5α〃8朋5’∫の

各種内では4種類の異なったIVSが存在していた。

しかし一方で，Cco1∫，　C声∫L‘3及びC．α‘rw‘∫のIVS

はそれぞれの種内で100％の塩基配列の相同性を示

し，単一のIVSのみが存在していることが明らかと

なった。C．ノの〃z∫及びC」㌍5α1’α15’5の複数のIVSは，

各種内で高い塩基配列の類似性を示したが，各種間

でのIVSの類似性はCノ帥‘η∫とCcoJ’間を除いて低

かった。Cco〃のIVSはC。ノ砂L‘ヵ’の1つのIVSと同一
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であった。各Cωηpy励αc∫8r種由来の全てのIVSをア

ライメント解析したが，相関性を示す様な結果は得

られなかった。これらのことから，進化の過程でそ

れぞれの種が確立された後に，23S　rRNA遺伝子内へ

異なったIVSの挿入が起こったものと判断された。

更に，Cノの‘，πとσL‘那副θ，1∫ガ∫で確認された複数の

IVSは，類似性が高いことよリゲノムDNAへ挿入さ

れた後に変異が起こり，多型が生じたものと判断さ

れた。

　IVSの2次構造は強いstem－loop構造を形成するこ

とが知られているが，今回得られたCα1ηρy励αα8r

属の全てのIVSでも同様にstem－lo6pを構ii築する予測

結果が得られた。更に，RNAを電気泳動した結果，

IVSを所有している株でのみ23S　rRNAの断片化が確

認された。これは，今まで報告されている他の属と

同様に，IVSのstem領域がRNaseの基質となり，そ

の結果，断片化が生じているものと示唆された。

　IVSの23S　rRNA遺伝子への挿入は後天的な事象で

あると考えられている。本研究は，IVSの存在が同

一種内で散発的なこと，そしてそれぞれの種間の

IVSの塩基配列が異なることを示しており，それ故

に，この様な考えを示す結果となった。腸内細菌科

のいくつかの種間ではIVSの相互的な水平伝播が報

告されているが，今回の研究でCα，ηρy励αc∫8r属で

は（獄の囲とCco〃間でその可能性が示唆されたが，

しかしそれら以外の種間での水平伝播を示唆する結

果は得られなかった。更に，今回明らかとなった全

てのCα’ηρylo肋。’6rのIVSの塩基配列を用いてブラス

ト検索を行ったが，今までに報告されているIVSや

その他のいかなる塩基配列とも高い類似性は確認さ

れなかった。

　以上のことより，本研究でCωηρy励αα8r属の多

くの種（9種中6種）で，23S　rRNA遺伝子内にIVSが

存在しており，それらの多くは各々の種に特異的な

塩基配列であることが明らかとなった。C佛py励αα6r

種問でのIVSの相互的な水平伝播はC．ノ4μ11’とCcoZ’

間でのみ起こっており，他の種間では起こっていな

いことが示唆された。更に，IVSが存在していなか

ったC励，C．妙。加∫6∫枷α1ゴ∫及びCα｛理囎は現在ま

でIVSの挿入の機会がなかったか，またはゲノム

DNA自身がIVSの所有を許容しない性状を持ってい

るものと考えられる。


